
あすなろの家　事業計画令和 8年度 

あすなろの家キラキラ☆プラン

あすなろの家 理念  

３つのキラキラ笑顔を ‥ 「夢・挑戦・勇気」

１つのキラキラ笑顔

 ⇒ あすなろの家に集うご利用者、ご家族の「笑顔」をたくさん見たい！「笑顔」でいてほしい！！

２つのキラキラ笑顔

 ⇒ あすなろの家を支えてくれている地域の皆さん、ボランティアの皆さんの「笑顔」をたくさん見たい！

「笑顔」でいてほしい！！

３つのキラキラ笑顔

 ⇒ あすなろの家を動かす職員の「笑顔」をたくさん見たい！「笑顔」でいてほしい！！

 キラキラ笑顔、単なる笑顔ではなくキラキラ笑顔。

 創られた笑顔ではなく、心が動いたときに出てくるようなとびきりの笑顔。

 心が動く、そんな容易なことではありません。「あすなろの家」は人と人とがふれ合う場所。

 心と心でふれ合うことが出来たら、キラキラ笑顔を導き出すことが出来るのでは。

 そんなキラキラ笑顔が３つ合わさった時、私達が目指す「あすなろの家」が出来上がるのではないか。

 もちろん、笑っていられる時ばかりではありません。ただ、そんな時も心に寄り添っていつか笑顔になってほ

しい。

 ご利用者・ご家族・地域・職員、皆がキラキラと笑っていられる、そんな「あすなろの家」にしたい。

 そんな思いが込められています。

  私たちはこのような大きな「夢」をもち、「夢」に向かって、多くの「挑戦」をしていくことになるでしょ

う。その「挑戦」の中で変わっていく「勇気」、決断する「勇気」、伝え合う「勇気」を持っていきたい。３つ

のキラキラ笑顔を見るために‥



あすなろの家運営・経営の基本方針

一．ご利用者の生活の質を向上させる専門性の高い介護の提供を行います。

二．ご利用者と気持ちが通じ合う介護を行います。

三．ご利用者とご家族とのつながりを大切にします。

四．ご利用者に安全で気持ちよく生活して頂ける環境を提供します。

五．ボランティア、地域との交流を積極的に行い、施設機能を活かした地域支援に取り組みます。

六．職員は『 素直な姿勢 』、『 謙虚な姿勢 』、『 努力する姿勢 』を持ち続け、視野を広げ、豊かな人間性を築

くよう自己研鑽します。

施設本来の役割は、困っている方々の「最後の駆け込み寺」または「セーフティーネット（網の目のように救

済策を張り、生活全般として安全・安心を確保し、提供できる安全網）」であり、その存在自体が地域での生活

を保障するものであると考え、上記六つの基本方針のもと、社会がどんな情勢になろうが、地域社会との調和を

大切に、いつしか地域に無くてはならない存在になります。

あすなろの家を動かす職員 スピリッツ 11

1, 「そうだよな」ってまっすぐ受け入れる

2, まずはやってみる！挑戦はカッコいい

3, 一生懸命な人を応援！

4, あすなろにも、地域にも色々な人がいる。すべてのどんな人からも学ぶべきことはある！

5, 長く居る職員が偉いのではない！あすなろの仲間になってくれてありがとうって気持ちで一緒に

6, ご利用者と出会い、ここからの時間を託された責任、だから学ぶ

7, 迷ったら「笑顔になれるのはどっち？」「おもしろいのはどっち？」

8, 私たちやる時はやります！ルールは守ります！！

9, 影でのネガティブな言動は NG。意見は伝え合い最後は上を向く！

10,ちゃんと働いて、ちゃんと遊んで、ちゃんと食べて、ちゃんと寝る

11,夢はいろんな人が笑って過ごせる元気な地域！もちろんあすなろも！

令和 7年度力を入れてきたこと

令和 7年度は「はじまる」をワードとして活動をしてきた。やはり 12月の久遠事業のスタートが大きいところとしてあ

るが、本物のケア、本物の接遇力、本物の繋がり、私たちが、それぞれのカテゴリーを軸に各部や全体で線のある

取り組みを行ってきた。本物のケアでは自立支援介護の研修においてマイスター制度を創設、手を挙げてくれた職

員さんがマイスターとしてまずは学習、それを講師として全体に伝えていくかたちをとり、研修後の振り返りシートか

らも効果は十分感じられるものとなった。学んだことを実践していく環境もあるため、ご利用者のケアに即結びつい

ていくものだと感じている。認知症ケアにおいても「認知能動療法」を通し認知症の症状を深く学ぶ機会となった。業

務の中で自分が躓いたケアについて学ぶこともできる制度も大変好評である。本物の接遇力では元気を作る接遇

を目標に掲げ 1 年活動を行った。日常のなかでの接遇はもとより、ウォークラリーでは元気なかけ声を掲げ、参加

者さんとハイタッチしながらのあいさつが、7年度の接遇の象徴のように感じられた。本物の繋がりにおいては、7年



度も様々な地域活動を展開しながらも、地域のいろんな人がいろんな人を支える、支えあう地域作りというワードを

出し動いてみた。切り口も難しく、まだまだ手探り状態ではあるが、久遠の活動を通じ少しだけ地域のいろんな人と

の出会いが始まった！そんなところだろうか。これからの展開が楽しみである。私たちがの部分、主体性のある職

員集団へという部分では、新リーダー研修という研修名で、現リーダー層と、その下の世代の職員が一緒に 5 回シ

リーズの研修にチャレンジしたり、若い世代の職員発信で楽しい企画を実施し大変盛り上がったりした。そして、久

遠事業スタート、まだ始まったばかりではあるが、目的を丁寧に伝えてきた中で職員も目的を理解し動きながら、た

くさんの刺激を受けている姿が多々見受けられている。そして、お店で商品を買って帰られるお客様を見ていて、形

は違うけれどキラキラ笑顔を作り出すことに変わりはない！今までの事業だけではないもっとたくさんのキラキラ笑

顔を作ることができるかもしれない可能性を感じている。こんな濃厚な 7年度だった。

令和 8年度のワード 

「つむぐ」

「つむぐ」ということ

「つむぐ」とは、一本一本の糸を、丁寧につなぎ、重ね、形にしていくこと。

派手な変化ではない。

一気に完成するものでもない。

でも、確かに強く、あたたかく、時間をかけてしか生まれないもの。

あすなろの家はもちろん未完成ではあるが、今まで「本物作り」を重ねてきた。

その一つひとつの経験、一人ひとりの繋がりがあすなろの家を作る「糸」

室町時代の能楽師である世阿弥の「風姿花伝」で語られる「まことの花」と「時分の花」

「時分の花」とは若さ、勢い、珍しさによる魅力であり、誰でも一時的にもてるが年齢とともに失われる

「まことの花」とは、修練・内面・理解の深さから生まれ、年齢をかさねるほどに深まり、見る人の心に静かに届く

「まことの花」が生まれる条件として、徹底した基礎、長年の稽古、自己を客観視する力、相手を深く理解する力

世阿弥は「時分の花に溺れるな、まことの花を目指せ」と説いているわけだが…

あ～あすなろの家も「まことの花」にならなければ！

勢い、珍しさによる魅力ではなく、流行らなくても残るもの、やっぱり本物作り！！

令和 7年度は大きな挑戦を始めた

このまだまだ新しい茶色の糸と、ここまで大切につむいできた糸

令和 8年度はそれぞれの色や太さを生かしながら 1本 1本の糸をもう一度見つめ直し、未来へとつむいでいく 1年

にしたい。



あすなろの家 4つの柱 

本物のケア 

やっぱり私たちの仕事内容において一番大切なことはケア、ケアの質。 

ご利用者に安心して生活頂くためのケアの質の確保にもう一度注力する。具体的には①自立支援介護の実践と発信②

②根拠ある認知症ケア③未来を見据えた準備の３つである。また、あすなろの言うケアとはケアワーカーだけが行うもの

を指すのではなく、食事、環境、情報管理等、全職員で連携して作り上げるものと捉えている。それぞれの持ち場で任さ

れている責任をもう一度考え学びを続けていく。また、未来に向け、国の示す方向性と自分たちの進みたい方向性との

確認作業も取り入れていく 

本物の接遇力 

あすなろの家の接遇力、このように取り上げ始めてから 10年となる。 

ご利用者に対し丁寧語なのか？親しみのある言葉なのか？？ 

そのあたりからのスタートだった。10年続けてきてあすなろの接遇力は今どのあたりにいるのか？ 

あすなろを動かしている職員さんの顔もだいぶ変わってきた今 

久遠事業からの新しい学びも取り入れながら 

もう一回この接遇力を大事に考えている意味を考え、未来につなげていきたい 

本物の繋がり～地域～  

あすなろの家があることで地域を元気にしていきたい！ここはぶれない。 

地域にはいろいろな人がいる。その中にもちろん高齢者もいる。私たちが職業としている高齢者も含めそのいろいろな人

たちが元気に笑顔で暮らし続けることができる地域が作れないか 

いろいろな人をいろいろな人が支えていく、支えあっていく地域 

支え合うやり方を見せることができれば！今よりもう少しいろいろな人に対する理解が深まれば！ 

あすなろの家が手の届く範囲で、そんな地域作りを目指してみるのもまた新たな挑戦！ 

1年や 2年で達成できるようなことではないが少しずつ未来に向けて繋げていきたい 

私たちが 

あすなろの家の大事にしたい大きな柱、「ケア」「接遇力」「繋がり」は毎年変わらない。しかし、同じことの継続ではなく進

化、深化を続けている。そのために必要なことが「私たちが」 職員一人ひとりが主体性のある職員に成長を続けること、

私たちが考え、私たちが「本物」を作っていく。やるのは誰かではない、私たち。 

今年度は外国人の職員も仲間となる。あすなろが作ってきた、いろんな人が自分らしく働くことができる場所。 

「あすなろの家に来てくれてありがとう」って温かい空気で迎えたい。未来のために 

あすなろをここまで作ってきた職員、これから一緒に作っていく職員 

少しでも同じ目線をもてるよう、あすなろのここまでの歩みを掘り起こしてみる。そんな作業が楽しくできたら！ 

そしてやっぱり、「働く人にとってのワクワク感」「働く人どうしのつながり」は大切に、ひとりの人として成長できる職場であ

りたい。 

以上項目に分けての課題とはなっているが、どれも単独なものではなく全てが絡み合い、全てが実現できることで、理念

に近づくものである。 

これまでもそうであったように、時代、情勢を読み解きながらの取り組みを行いつつ、基本的な方向性はブラさずに進め

ていく 

これらの目指すものを一緒に実現していくためにあすなろ職員に持ち続けてもらいたいもの 

「素直な姿勢」「謙虚な姿勢」「努力する姿勢」 一緒にがんばりましょう 



1、 今年度の重点的な取り組み（全体） 

未来へ向けた準備 

・外国人人財採用基盤作り 

・ICT活用による DX化推進 

・あすなろの歩み振り返り、共有作業 

 

2、 具体的な取り組み 

・外国人人財受け入れ準備チームによる受け入れ準備、労働支援 

・連携システム、IT機器導入による生産性向上 

・あすなろの歩み製作プロジェクトを行い全職員に共有 

 

３、数値目標、測定方法 

・外国人人財が 3月までに 1 ライン任すことができる状態にする 

・有給取得率 3%アップ 

・あすなろの歩みを知ることができた！という職員 80%以上 

 

４、各部の今年度の基本方針、重点テーマ、具体的な取り組み、数値目標 

特養・ショート 

基本方針 

（特養）  

活き活き！わがまま！自由で OK！ 

ご利用者にとって大切な時間を過ごすであろうあすなろの家での毎日 

窮屈なおもいをすることなく生活してほしい（居心地よい場所） 

その人を知り、対応する、専門性が高く、柔軟性のあるチームでありたい 

（ショート） 

あすなろにしかできないこと！ 

「預かる」ではなく「在宅生活継続」のために 

自立支援介護のレベルアップ、そして利用者の生きてきた自分史を知り、ケアを追求する他とは違う専門性を届け

る。専門性を磨くショートに 

 

１、今年度の重点テーマ 

・自立支援介護、認知症ケア根拠あるケア 

・外国人人財受け入れ業務基盤 

２、具体的な取り組み 

・上から目線、指示、命令、無視、プライド無視、乱雑な扱い、侮辱、恥ずかしめ、からかい、いじわる撲滅 



・事例発表、ご家族、地域、同業者向けの参観会 

・ITを活用した情報管理 DX推進 

３、数値目標、測定方法 

・3月までおむつゼロ率 80%以上 

・外国人人財 3月までに 1業務 1 ライン勤務可能 

・転倒件数が減る 

 

デイ 

基本方針 

ひとつひとつ丁寧に 

「誰かから必要とされること」「誰かの役に立つこと」「誉められること」それは生きていく喜び！！ご利用者が自分の

力を発揮して輝いていられる場所をつくる！ 

 

１、今年度の重点テーマ 

・パワリハ、歩行、エスカルゴの成果の見える化 

・お SHIGOTOのレベルアップ、充実 

２、具体的な取り組み 

・データ集計、関係者への発信 

・お SHIGOTOの課題分析、新しいお SHIGOTOの発掘 

３、数値目標、測定方法 

・ご利用者の平均介護度の維持、改善率悪化させない 

・利用者の満足率 10%アップ                                                                                        

 

ケアハウス 

基本方針 

まだまだできる、ご入居者の力を最大限に引き出す 

もめごとも、いろんなトラブルも元気な証拠。困った…ではなく、チャンスに変えていく。いっぱいの可能性を持った

ケアハウスのご入居者に何ができるか？今までやってきたことと、新しいことを織り交ぜながらご入居者がいつも主

役のケアハウスに 

 

１、今年度の重点テーマ 

・ご入居者の力を引き出す 

・地域との交流 

２、具体的な取り組み 

・ご入居者と勉強会（自立支援介護） 

・久遠事業への参加 

・新たな地域交流の開拓 

３、数値目標、測定方法 



・勉強会年 2回以上 

・久遠事業参加者 5名以上 

・新しい地域交流事業 2つ以上 

 

ヘルパー 

基本方針 

ヘルパーの仕事は決して派手ではない…でも在宅生活を支える必要な役割 

本物（ケア、接遇力、繋がり、私たちが）にこだわり未来へとつむぐ 1年に 

 

１、今年度の重点テーマ 

・認知症ケアのスキルアップ 

・在宅での自立支援介護実践 

２、具体的な取り組み 

・根拠ある認知症ケアを学ぶ 

・自立支援介護実践報告 

３、数値目標、測定方法 

・認知能動療法の勉強会を年 2回以上会議内で実施する 

・実践を報告する機会を年 1回以上 

 

ひかりサロン 

基本方針 

「ひかりの輪から始まる元気」の未来 

ひかりサロンに行くとワクワクが止まらない ショッピングリハビリで人と街を元気に 

楽しい、安心、ほっこりがあふれる街づくり 

 

１、今年度の重点テーマ 

・ご利用者の力を引き出す 

２、具体的な取り組み 

・元気チャレンジ、半年後の私 の活用 

・イベント継続 

３、数値目標、測定方法 

・ご利用者の介護度維持、改善率アップ 

・イベント集客 10％アップ 

 

居宅介護支援 

基本方針 

新たなケアマネージャーのスタイルをあすなろから！ 



「できる限り在宅で自立した日常生活を継続できるように支援する」この方針のもとで「自立支援介護」の知識、技

術の修得を目指し「あすなろなら安心」と思っていただけるようなケアマネジメントや事業展開を行っていく。ただ単

にご利用者の生活を支えるだけでなく、ＩＴ化の推進やあすなろのケアマネだからできる、やれることを増やし、ケア

マネの新しい姿を作っていきます 

 

１、今年度の重点テーマ 

・AI活用 生産性向上 

・利用者獲得 

２、具体的な取り組み 

・SOIN導入 作り出せた時間の活用検討 

・マネジメントの実践報告 他と違うあすなろの居宅アピール 

３、数値目標、測定方法 

・ケース数 10％アップ 

・包括からの紹介以外の依頼 10％アップ 

 

ライフサポートメイト 

基本方針 

自分も元気！ご利用者の生活をチームで支えるそのひとりに！ 

 

１、今年度の重点テーマ 

・元気に働く！気づきを発信 

２、具体的な取り組み 

・健康プチ講座 

・活動の様子発信（インスタ、通信） 

３、数値目標、測定方法 

・プチ講座 3回以上 

・インスタ、通信 6回以上発信 

 

久遠 

基本方針 

いろいろな人のいろいろなチカラ 

あすなろの活動から感じているいろんなこと。 

「お年寄りの持っているチカラ」「地域に眠っているチカラ」 

そんなチカラはちょっとした工夫でひきだすことができる！もちろん笑顔も一緒に     

チョコレートに乗せて、社会にどんなメッセージが届けられるだろう？ 

とにかく一歩！はじめてみる。 

 

１、今年度の重点テーマ 



・1年の運営を知る 

・凸凹チームをつくる 

２、具体的な取り組み 

・イベント、業務、役割分担等の具体的なフレーム作り 

１、 数値目標、測定方法 

・来店者数 20000人以上 

・地域からのみらいさん 15人以上定着 

 

 

スケジュール 

4月 外国人人財受け入れ準備スタート 

 

10月 ひかりイベント 

5月 子ども食堂お弁当事業開始 

 

11月 ウォークラリー 

6月 ウォークラリ― 

 

12月  

7月  

 

1月  

8月 あすなろの歩み製作プロジェクトスタート 

 

2月 ケアハウスイベント 

9月 外国人人財入職 

特養イベント 

3月 居宅イベント 

 

 

１， 設備・固定資産取得 

・特養１階 居室／廊下／共有部分の内装工事    ・特養トイレ 便座交換  ・職員仮眠スペース 

・特養２階 居室カーテン交換  ・特養１階 居室床材張替え  ・特養１階 居室床劣化部分塗装 

・スプリンクラーポンプ入替   ・事務／デイ 空調設備切り離し  ・エレベータ 経年劣化部品交換 

・シルエット見守りセンサー取付   

 

２， 人材育成 

人事制度（キャリアパス・成長支援シート・考課者面談・施設長面談） 

内部研修（年間２０程度）・新人研修・介護技術研修・考課者研修 

接遇関連研修（虐待関連含む）・リーダークラス育成研修 

１回／月の部署会議の充実 

３， 人材確保 

外国人人財（スリランカ） Ｒ８．９月より雇用 

実務者研修支援制度、５連休制度継続、柔軟な勤務体系 

あすなろの仕事の魅力発信、インスタ・ホームページの充実 

 



４， 地域行事 

ファミマなんでも相談、Ｓ型デイへの訪問と活動支援、カフェすまいる（認知症カフェ） 

参観会、七夕竹飾り出展、港まつり総踊り参加、山原山清掃（年２回）参加、山原盆踊り参加 

飯田まつり参加・飯田生涯学習交流館まつり参加、Ｓ型デイスタッフ懇談会開催 

飯田地区調理実習支援、集まらないウォークラリー、レッツポール体操 

Ｈｉｋａｒｉひろば、みんなのほけんしつ、あすなろ通信配布、インスタ投稿 

ケアハウスでんでん体操、ケアハウスエコクラフト教室、ケアハウス重ね絵教室 

５， 防災 

委員会開催６回／年（防災訓練打合せ・非常用備品確認・ＢＣＰ内容打合せ） 

訓練 ・特養／ケアハウス    地震→火災→避難シュミレーション（２名／月） 

                     土砂災害シュミレーション（２回／年） 

                     火災避難訓練（３月） 

・デイ              地震→火災→避難（２回／年） 

                 火災避難訓練（３月） 

       ・１・２・３階食堂にて使用する大型ストーブ作動訓練（冬場） 

       ・停電時対応訓練（10月） 

 

 

令和８度各事業部目標数値 

サービス名  目標利用率  

特  養  ９９％以上（空床日数１８２日）  

ショート  ９５％以上（１９名／日以上）  

デイ ８５％以上（３０名／日以上）  

ヘルパー １３ケース／日以上  

居  宅  ４５ケース／１人  

ケアハウス １００％以上（空床日数  ０日）  

ひかりサロン １００％以上（２４名 /日以上）  

 

 

 

 

 


